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巻頭言

国際交流センター長 劉 小俊

年度は人的交流が再び活発になった一年で
あった。新型コロナウイルス感染拡大前のレベルに
は及ばないが、海外協定校 校の代表（団）が本学
を訪問した一方、本学の関係者も海外協定校 校を
訪問し、相互のさらなる交流について意見交換した。
また、留学も過去数年と比べて活気が戻り、サマ
ープログラムを含めて海外協定校からの留学生
名を受け入れ、本学から海外協定校に 名の学生
が短期留学、長期留学したほか、海外での日本語教
育実習が初めて実施され、 名の学生が参加した。
そのほか、海外の大学、高校 校と新たに交流協
定を締結し、 年度の新規事業である高度日本語
プログラムと学期期間中に実施されるサマープロ
グラムの準備も整った。特に私費外国人留学生対象
の奨学金制度の創設は本学国際化の新たな一歩前
進とも言えよう。

年を顧みて、相変わらず多くの方々のご尽
力、ご協力を得た一年となった。この機会を借りて、
当センターの運営に携わる国際交流センター運営
委員会の皆様、センターの業務を支える国際交流課
の皆様並びに国際交流センター員とセンターの活
動に関心を示し、協力してくださった皆様に深く感
謝の意を申し上げる。
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）協定締結
年度には以下の大学・高校との間で包括協定、学術交

流に関する協定を更新・締結を行った。
【更新】

レジャイナ大学（カナダ）
更新日： 年 月 日
協 定 名 ：

【新規】
江西省遂川県唐彩高級中学校（中国）

締結日： 年 月 日
協定名：日本国京都女子大学と中国江西省遂川県唐彩

高級中学校との交流協力合意書
日本京都女子大学与中国江西省遂川县唐彩高
级中学交流合作协议

江西省永豊県欧陽修高級中学校（中国）
締結日： 年 月 日
協定名：日本国京都女子大学と中国江西省永豊県欧陽

修高級中学校との交流協力合意書
日本京都女子大学与中国江西省永丰县欧阳修
高级中学交流合作协议

上海市文来中学（中国）
締結日： 年 月 日
協定名：日本国 京都女子大学と中国 上海市文来中学

との交流協力合意書
日本京都女子大学与中国上海市文来中学交流
合作协议

王立プノンペン大学（カンボジア）
締結日： 年 月 日
協 定 名 ：

西安外国語大学（中国）
締結日： 年 月 日
協定名：京都女子大学と西安外国語大学との日本語プ

ログラム履修生の派遣に関する合意書
中国西安外国语大学与日本京都女子大学有关
派遣日语课程进修生的协议书

釜慶大学校（韓国）
締結日： 年 月 日
協 定 名 ：

集美大学（中国）
締結日： 年 月 日
協定名：日本国京都女子大学と中国集美大学との学術

交流協力協定書
中国集美大学与日本京都女子大学学术交流合
作协议

【 】

【 】
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集美大学（中国）
締結日： 年 月 日
協定名：京都女子大学と集美大学との日本語プログラ

ム履修生の派遣に関する合意書
中国 集美大学与日本 京都女子大学有关派遣
日语课程进修生的协议书

）協定大学留学（派遣）・交換留学（派遣） 年度
年度には以下のとおり海外協定校に学生を派遣した。

【協定大学留学（全学対象）】
（１年間）

アルバータ大学 カナダ 名
ウェスタン・シドニー大学 オーストラリア 名

【交換留学（全学対象）】
（後期より１年間）

静宜大学 台湾 名
（前期より半年間）

静宜大学 台湾 名
梨花女子大学校 （韓国） １名

（後期より半年間）
静宜大学 台湾 名

【英文学科留学プログラム】（後期半年）
アルバータ大学 カナダ 名
ウェスタン・オーストラリア大学 オーストラリア

名

）留学生受入れ
① 正規留学生（受入）

年度外国人留学生入試において大学院家政学研究科生
活環境学専攻（博士後期課程）に 名が入学した。

年度在籍 外国人正規留学生数
回生 回生 回生 回生

学部
博士前期
博士後期

② 交換留学生（受入）
年度は、 年度より継続して在籍する学生を含め

名の交換留学生を受け入れた。
（ 年）

誠信女子大学校 （韓国） 名（ 年後期より）
静宜大学 （台湾） 名（前期より）

Kyoto Women’s 

）

【 】

【 】

【
】

）
①

②
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（半年）
誠信女子大学校 （韓国） 名（前期より）
亞洲大学校 （韓国） 名（前期より）
梨花女子大学校 （韓国） 名（後期より）

③ 日本語プログラム
日本語プログラムには、春学期に 名、秋学期に前期から
の継続者を含め 名を受け入れた。

学期 人数（継続者を含む）

春学期（前期）
秋学期（後期）

④ 日本語強化プログラム
新型コロナウィルスの影響によりプログラム開始以来出願
者が無かったが、 年度に 名の履修生を受け入れるこ
とができた。

⑤ サマープログラム
サマープログラムでは の海外協定大学より 名の学生
を受け入れた。

国・地域 在籍大学
カンボジア 王立プノンペン大学
韓国 誠信女子大学校
台湾 華梵大学
中国 曲阜師範大学
中国 桂林理工大学
中国 広東海洋大学
中国 杭州師範大学
中国 四川師範大学
中国 西安外国語大学
中国 太原科技大学
中国 長江大学
中国 南京暁荘学院
中国 閩南師範大学
アメリカ クラークカレッジ

）語学研修プログラム
① 国内英語研修講座
実施経費の削減を含む実施形態の再検討の必要から 年
度の国内英語研修講座は実施を見送ることとなった。

③

④

⑤

）
①

国・地域 在籍大学
カナダ カールトン大学
台湾 静宜大学
中国 桂林理工大学
中国 広東外語外貿大学
中国 広東外語外貿大学大学院
中国 山東師範大学
中国 山東師範大学大学院
中国 西安外国語大学
中国 太原科技大学
中国 南京暁荘学院
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② 国内研修講座（ドイツ語・フランス語）
前年度に引き続き、国内においてドイツ語・フランス語の国
内研修講座を実施し、フランス語 名、ドイツ語 名の学
生が参加した。

③ 海外語学研修講座
年度は カ国 大学において実施された海外語学研修

講座に 名の学生が参加した。
（夏期）

アルバータ大学（カナダ） 名
チチェスター大学（英国） 名

（春期）
オーストラリアンカトリック大学 名

④ 海外研修型日本語教育実習
年度日本語教師課程では以下のとおり つの海外研

修型実習プログラムを実施し、計 名が参加した。
（夏期）

ニュージーランド中学校高等学校への研修 名
タイ協定校（シラパコーン大学）への研修 名

（春期）
オーストラリア ニュージーランド小学校・中学校・高等
学校への研修 名

）学科独自プログラム
① 現代社会学科短期英語研修

年度はカナダのレジャイナ大学において約 週間の短期
英語研修 を実施し、 名の現代社会学科学生が参加した。

年 月 日（日）出発～ 月 日（月）帰国（ 日）

② 現代社会学科多文化理解実習
年度は世界情勢等を勘案し、実施が見送られた。

）国際化 研修会
年度の国際化 研修会では、いまだコロナ禍の影響

が残る中 年度に海外協定大学へ留学し帰国した学生
名から留学先での体験や留学を通して学んだこと、今後の目
標等の報告を受けることにより、教職員が留学について考え
る機会を設けた。
（報告者の留学先）

アルバータ大学（カナダ）
ウェスタン・シドニー大学（オーストラリア）
誠信女子大学校（韓国）
梨花女子大学校（韓国）
亞洲大学校（韓国）
静宜大学（台湾）

開催日時： 年 月 日（水）

②

③

④

）
①

–

②

）
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） 活動実績
年 月 日（火）

日本語プログラム生・交換留学生開講式（前期）
開講式にて の紹介や交流活動の紹介を実施

月 日（水）
留学生交流会
本学の留学生を対象に自己
紹介やゲームを実施

月 日（水）
ランチ会
本学の留学生を対象にお昼ごはんを食べながら交流

月 日（水）
龍谷大学との交流会
龍谷大学の留学生と本学留学生を対象にクイズやゲーム
を実施

月 日（月）
日本語プログラム生・交換留学生修了式（前期）
留学生との思い出の映像を制作し、記念品をプレゼントし
た。

月 日（水）
日本語プログラム生・交換留学生開講式（後期）
開講式にて の紹介や交流活動の紹介を実施
月 日（水）
スポーツ大会
本学の留学生を対象にドッジボール、しっぽとりなどのス
ポーツ大会を実施
月 日（火）
映画観賞会
『天空の城ラピュタ』を鑑賞し、鑑賞後に意見交換を行っ
た。
月 日（火）
龍谷大学との交流会
龍谷大学の留学生と本学留学生を対象にカードゲームを
実施
月 日（火）
ニコラウス・コペルニクス大学生との交流
ポーランドにあるニコラウス・コペルニクス大学生と大学
生活についてなどをテーマにオンラインで交流を行った。
年 月 日（水）

日本語プログラム生・交換留学生
修了式（後期）
留学生との思い出の映像を制
作し、記念品をプレゼントし
た。

）
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）第 期京グローバル推進事業 令和 年度実績報告
アジアにおける女性人材養成の拠点校をめざして
京都を世界に広める女性人材養成

【事業の成果】
１．４月より「日本語強化プログラム」の実施

令和 年度は「日本語強化プログラム」の１年コースに１
名の出願があり受入れを決定し、「日本語強化プログラム」
を実施することができた。春学期（前期）は月～金曜日ま
で午前中に２講時（ 分×2）と午後に 講時（ 分）
日本語学習を実施し、秋学期（後期）には月～金曜日まで
午前中に２講時（ 分×2）の日本語学習に加え、午後か
らは 月～ 月末まで「日本社会の基礎講座」を週 回
×2 講時、 月～ 月末までは週 回「小論文指導」を実
施した。

２． 月 回、 月 回、 月 回「日本社会の基礎講座」の
実施
「日本社会の基礎講座」については、日本語の理解力を十
分に獲得してからの実施としたため、秋学期（後期）に時
間割を変更し、日本語授業（毎週月～金曜日）に加えて
月～ 月まで週 回（ 回あたり 分×2）、合計 回
（ 分授業）を受講し、 月に実施された日本留学試験
に向けて学習を実施した。

３．バディ制度の運用
「日本語プログラム」履修生と「日本語強化プログラム」
履修生、交換留学生、正規留学生を対象として留学生サポ
ーター（ ）は来日直後のオリエンテーション、行政
手続きのサポート、プログラム開講式・修了式での活動紹
介、 月、 月、 月、 月には留学生との交流会、
月と 月に他大学留学生（龍谷大学）との交流会を行い
対面でのサポート活動を実施した。また、協定大学からの
学生対象の「サマープログラム」では、別途募集した本学
学生がサマープログラム参加学生と共に学内にある学生
寮で寝食を共にして様々なサポート活動を実施した。

）

１．”Intensive Japanese Language Program” 

２．”Introductory Study of Japanese Society”

３．
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４．海外協定校（大学）及び協力校（高等学校）拡充事業
令和 年度には新たに海外の 大学（中国の集美大学、カ
ンボジアの王立プノンペン大学、韓国の釜慶大学校、カナ
ダのレジャイナ大学）と学術交流に関する協定（包括協定）
を締結・更新した。また、中国の西安外国語大学とは日本
語プログラムへの学生派遣に関する協定を締結した。日本
語強化プログラムに関する協力校については高校２校（江
西省遂川県唐彩高級中学校、江西省永豊県欧陽修高級中学
校、いずれも中国）と交流協力に関する協定を締結した。

５． 年度「日本語強化プログラム」及び「日本社会の基礎
講座（現代社会・地理・歴史）」受講生募集活動

受講生の募集活動として、前年度に引き続き実施要項・募
集要項等の内容を本学 に掲載するとともに、出願を容
易にするため出願サイトを積極的に利用できるよう各協
力校に募集活動を実施した。また、前年度に引き続き、海
外の高等学校の事情に精通している専門業者に委託して、
受講生募集活動を実施したが、令和 年度の履修生は獲
得できなかった。

６．「日本語強化プログラム」受講生対象プログラム評価アンケ
ートの実施

令和５年度日本語プログラム受講生に対して評価アンケ
ートを実施し、高評価を得ることができた。日本語科目及
び関連科目についての評価は満足（ 段階評価中 ）であ
り、その結果として京都女子大学外国人留学生入試に合格
をすることができている。

７．海外大学院生の受け入れ開始

広東外語外貿大学（中国）から京都女子大学への大学院学
生受入れに関する協定を締結し、令和 年度広東外語外
貿大学大学院生特別選抜を実施したが、口頭試験において
大学卒業論文と研究計画書の間に関連性が薄く修士論文
を完成させられるビジョンが希薄であったことから受け
入れを断念した。

８．日本語サポートデスクの実施

海外からの正規大学院生・大学生が学修の課程で必要とな
るレポート・論文作成のサポートを行い、留学生を支援す
ることを目的として、昨年度に引き続き日本語サポートデ
スクを開設し、運用を開始したが、利用者数は少なかった。

４．

５．

６．

７．

８．
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９．日本企業とのインターンシップ実施準備

海外からの正規大学院生・大学生並びに日本語プログラム
修了者が引き続き日本国内での就職をするためのインタ
ーンシップの実施に替わり、令和５年度に修了する日本語
プログラム生に対して国際交流センター専従教員が京都
ジョブパークの紹介やハローワーク等への誘導をおこな
った結果、日本語プログラム生１名が無事、日本国内の企
業での就職内定を受けることができた。しかし、本人の体
調不良により帰国を余儀なくされ、就職を断念することと
なった。

． との交流会の開催

本学に留学し、日本の企業に就職した元留学生との交流会
を開催し日本での就職活動の様子や日本企業での就労、さ
らには日本での生活の実態について学ぶ機会を設けるこ
とを当初の目的としていたが、残念ながら日本において就
職を果たした学生がいなかったため、交流会は実施できな
かった。

．海外指定校入試制度整備の検討

「日本語強化プログラム」開始のために令和２年度より海
外の高等学校と協力協定を締結してきたが、令和２年度か
らのコロナ禍により履修生を集めることができない状況
が続いてきた。協力高校からの入学実績もなく海外指定校
入試を実施できる環境になかった。

．「日本語強化プログラム」の評価と検証
「日本語強化プログラム」は令和 年（ 年） 月よ
り開始し、令和５年度（ 年度）に初の履修生１名を
受け入れた。当該履修生は京都女子大学の外国人留学生入
学試験を受験し、みごと合格を果たすことができ、本プロ
グラムの目的を達成することができた。
しかし、 年 月より開始する本プログラムの 年コ
ースには志願者がなく、 年春学期の開講は見送られ
る状況となっている。かかる状況を踏まえ、「日本語強化
プログラム」の開講時期や受入時の日本語能力、また講座
内容について再検証する必要があることが確認された。

９．

．

．

．
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）海外大学・高校からの訪問
年度中に本学と協定を締結する大学・高校 校の他

校の計 校の訪問があり、本学との交流発展について意見交
換等をおこなった。訪問のあった大学、日時、内容について
は以下のとおりである。

年６月 日（水） 浙江越秀外国語学院（中国）
院長、党委副書記の表敬訪問を受ける。

月 日（月） 梨花女子大学校言語教育院（韓国）
言語教育院副院長、特命教授、梨花女子大学生の訪問を受
け、本学語学研修講座について意見交換を行う。

月 日（木） 香港天主教培聖中学（中国・香港）
本学と交流協力合意書を締結している香港の天主教培聖
中学（高校）から教員３名を含む約 名の訪問を受け、
日本語教師課程を履修する本学学生と交流を行う。

月 日（金） 広東外語外貿大学（中国）
学長、副教授、部長、院長など 名の表敬訪問を受け、広
東外語外貿大学大学院生の受入れについて意見交換を行
う。

月 日（水） サセックス大学（英国）
国際交流部署の担当者の訪問を受け、本学協定大学留学
（派遣）、英文学科留学プログラムについて意見交換を行
う。

）
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月 日（月） 曲阜師範大学（中国）
曲阜師範大学の教務部長及び海外協定大学特別研究員が
同席し、本学のカリキュラムや日本語プログラム等につい
て意見交換を行う。
月 日（火） 山東師範大学（中国）
国際漢学研究センター兼職教授の訪問を受け、本学への留
学や、大学訪問プログラムについて意見交換を行う。
月 日（水） アルバータ大学（カナダ）

のアシスタ
ント・ディレクターの訪問を受け、 について意見交
換を行う。

月 日（月） ウェストミンスター大学（英国）
海外教育チームの担当者と日本の留学支援組織である

コンサルタンツの担当者の訪問を受け、ウェストミン
スター大学への留学についての可能性等について意見交
換を行った。

海外大学との交流
① ニコラウス・コペルニクス大学（ポーランド）

ニコラウス・コペルニクス大学はポーランド北部のトルン
市にあるポーランド北部最大の総合大学であり、日本語学
科及び日本学研究科を有している。ニコラウス・コペルニ
クス大学で日本語を学ぶ学生と本学学生がそれぞれの「大
学生活」について語り、意見交換を行った。

第 回 年 月 日（火） によるオンライン
交流

ニコラウス・コペルニクス大学日本学専攻の学生は中
国語が必修科目ということから、本学の中国語Ⅲ ２の

名の受講者と 名の中国人留学生が参加した。両大学
の学生は歴史・文化・料理・景色などについて 時間ほ
ど歓談し、有意義な時間を過ごすことができた。

①

northern Poland, located in Toruń, and has a Japanese 
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第 回 年 月 日（火） によるオンライ
ン交流
本学の留学生サポーター学生組織 の学生とニ
コラウス・コペルニクス大学大学院日本語学専攻の学
生併せて 名の学生が、大学生活やアルバイト、食文
化などについて意見の交換を行った。

② 王立プノンペン大学（カンボジア）
年 月 日（水）に、本学と学術交流に関する協定

を締結している王立プノンペン大学の在学生に対し、日本
留学体験談セッションを実施した。当日は 年に本学
のサマープログラムに参加した王立プノンペン大学の学
生がサマープログラム体験談を話したのち、本学の大学院
入試や奨学金等について説明を行った。

②
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私費外国人留学生対象の奨学金制度創設

私費外国人留学生を対象とした奨学金制度の創設について
は、大学運営にかかる学長方針（ ）国際化推進に関する事
項において、留学生の支援体制を整備し、留学生のための奨
学金制度を整え、留学生の経済的支援に取り組むことともに、
京都市補助事業「第 期京（みやこ）グローバル大学促進事
業」の目標のひとつとして掲げられてきた。
本制度により留学を希望する外国人留学生に対し、経済的補
助を行うことにより、優秀な留学生を確保して本学の国際化
推進の一助となることを期待したい。
創設された奨学金制度は以下のとおり。

① 私費外国人留学生入試成績優秀特別奨学金
（対象：大学院、学部正規留学生）

② 私費外国人留学生成績優秀特別奨学金
（対象：学部正規留学生）

③ 私費外国人留学生（アジア諸国・地域）学費援助奨学金
（対象：アジア諸国・地域出身大学院、学部正規留学生）

④ 私費外国人留学生（アジア諸国・地域）寮費減免制度
（対象：アジア諸国・地域出身非正規留学生）

本学を修了した留学生の活躍状況
中国の大学で活躍する李現さんをご紹介します。李現さんは

年～ 年京都女子大学大学院文学研究科国文学専攻
（博士前期課程・博士後期課程）に在学し、新間一美教授（当
時）、滝川幸司教授（当時）と中前正志教授の指導を受けまし
た。 年 月博士（文学）の学位を授与された後、同年
月中国に帰国しました。現在、南京市にある三江学院外国学
院の専任講師として教鞭を取り、日本語・日本文学を教授し
ています。彼女は 年間の留学生活を顧みて、「京女の功利
を追求しない自由な学風の下で、学問の真髄に触れることが
できたからこそ、今の自分がいる。」と語りました。
李現さんのさらなる活躍を期待しています。

①

②

③

④
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